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神保町地域
.ゞ"のま.づくの

将来像
^)

文化を創造・発信し、

多くの人々を引きつける、

にぎわいとふれあいにあふれたまち

神保町地域では、書店・古書店街や学生街など独特のまちの個性を活かしつつ、武道

館やスポーツ用品店街などとの回遊性を高め、にぎわいにあふれたまちを目指します。

また、出版業・書店の集積を活かし最新の情報を発信するとともに、歴史・文化的

たたずまいや下町的コミユニティの感じられるまちを目指します。

地域の移り変わり

神保町地域は、江戸期には主として武家地となっていました。明治以降、大

学・各種学校なとの教育施設が多く建てられ、近隣の神田公園地域にも東京大学、

高等商業学校現ツ橋大学)、学習院大学等の教育施設が多く立地したため、印

刷・製本業や、古書店等が集積し、住商工の混ざり合った活気ある下町型のまち

として発展してきました。

関東大震災によって地域のほとんどが焼失し、震災後の復卿区画整理事業によ

つて靖国通り等の幹線道路が整備されました。また、戦災により市街地の大部分

を焼失しましたが、古書店等を中心とした独特の雰囲気をもつまちとして発展を

続け、多様な教育施設も立地しているため、人の流れの多い活気とにぎわいのあ

る弐ちとなっています

神保町地域の特性

^
現在の学士会館のあたりが

東京大学発祥の地

、
、
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の現況

土地利用(土地の使われ方)

神保町地域は商業地域に指定されています建物用途別床面積の割合をみると、事務所の利用が7割強

を占め、業務地化が進んでいますが、神田の他地域と比ベると住宅割合が比較的高く、複合市街地が形成

されています。

住宅・住環境(住まいなどのようす)

神保岡地域では近年夜周人口が減少し、昼間人口に対する割合は約30分の1になっており、丸の内地域

を除くと、神田公園地域と並んで、区内でも低くなっています。また、高齢者の割合は207%となってい

ます(数字は平成9年現在)

住環境については、空問的なゆとりやうるおいに乏しい状況であり、また、職と住の近接する下町らし

さも失われつつあります

生活利便施設生活必需品などを扱う店なども減少し、住環境や暮らしへの影響が見られます

商業施設7h8

業務・商業環境(オフィスや店舗のようす)

書店・古書店を中心とした商業、印刷・製本・出版業等の業務、大学等の教育施設によって、文化的な

雰囲気のある商業・業務施設の集積地となっています。大規模オフィスによる公開空地の整備により、広

場や緑地が創出されているものの、全体としては身近な緑や空地に乏しい環境となっています。

その他 4h白

事務所Π8h3

神保町地域の用途別建物床面穫

資料:千代田区土地利用現況調査(平成8年度

住宅・住商併用建物
26h日

都市施設(道路、公園などのようす)

幹線系道路は概ね整備されていますが、それ以外は幅員の狭い道路も多くみられぎす。また、下町らし

さの残る路地も見られます。なお、白山通りは幅員40mの都市計画道路としての整備か計画されています

また、地域には大規模な公園・緑地がなく、身近な緑も乏しい状況にあります。

さらに、駐車スヘースの不足等により、路上駐車が多く見られます。

(人X世帯〕
12000
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市街地環境(景観、防災などのようす)

学生街、オフィス街、書店・古書店街、印刷・出版社街など多様な顔を持ち、様々な人々が訪れて活気

のある街並みが形成されていますが、防災面からもオープンスヘースや緑の重要性が高まっています。

1 1 1

2000

55 60 H2

^世帯数^人口

神保町地域の人口・世帯数

資料:住民基本台帳統計資料

1 1
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人 世帯)
26
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7

世雨人皿

世帯当たり人員

(各柘1月1日現在)
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地域のまちづくり資源

神保町地域において、守り、育て、活かすべきまちづくりの資源は

古書店街や出版情報拠点等の存在

数多くの大学の立地によって、出版

す

古書店街は全国的にも名が知られ、まちづくりの資源として重要てす。

また、主要な産業でもある出版・印刷業の集積も、豊富な書籍を扱っているだけでなく、情報を扱う情

報発信拠点ともいうぺき存在として重要であり、将来の活力ある地域のまちづくりに際しての貴重な資源

てす

明大通り・靖国通りのまちのにぎわい

御茶ノ水駅から南ヘのぴる明大通り沿いには学生向けの商店が集積しており、靖国通りの書店,古書店

街や、スボーツ用品店街に向かう人の流れなとのにぎわいが見られ、まちに活気を与えています

印刷業、書店・古書店が集積し、文化教育の中心地となっていま

地形の高低差が生み出す独特の街並み

西神田地区や神保町・ーツ橋地区と、駿河台地区との地形の高低差や山の上ホテルなとの歴史的建造物

は、坂、緑、眺望などの点で、独特の街並みをもたらしています

にぎわいがみられる古誓店

、、 1

地域の重要課題

神保町地域のまちづくりに向けた重要課題は

古書店街等の独自性を活かしたまちづくりと回遊性の向上

神保町の古書店の集積は全国的にも知名度が高く、地域のシンボルとして今後とも活かしていくととも

に、情報発信産業としての出版・印刷業等の集積を今後とも活かし、独自性を持った地域産業の育成振

興を図っていくことが重要です。さらに近隣の後楽園、国立近代美術館、科学技術館、スポーツ用品店街

等の魅力資源との回遊性を高めていくことも必要です。

籍

緑の多い明大周辺

W'i,,心1胆,
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予備校に通う学生のにぎわい
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緑と憩いの場の確保

西神田公園や錦華公園神保町愛全公園を除くと、教育施設内の空地がいくつか点在している程度で、

公園オープンスヘースカ町不十分な状況となっています。また、白本橋川の上部には高速道路が走るなど、

うるおいに欠けた景観となっています。多くの人々が集う本地域にあって、快適な空問を提供したり,防

災性の向上を進める面からも、緑と憩いの場の確保は重要です

新たな「下町らしさ」の創出

かつての下町らしさは失いつつありますが、今後、居住人口を回復しつつ、昼周人口も含めた新たな地

域コミュニティの形成、路地における魅力的な空間の維持・創出などにより、新たな下町らしさをつくっ

ていくことが重要です。

文教地区にふさわしい良好な環境の保全・創出

明治大学をはしめとして、多くの教育施設を有する文教地区にふさわしい良好な環境としていく

重要です。

神保町地域の
まちづくり

広報によるハガキアンケートの声より

大地震の際、高速道路やピルの倒壊の危険がなく、心して避難場所の北の丸公園ヘ行けるよう、安全なまちづくりを考えて欲

山。畷卵酷50代・姻ι4右1
高齢社会をむかえるにあたって、年寄りがいきいきできる、tうな地域症しEて欲しい(三崎町二丁目在住,50代男性)

いので、西神田再開発地区はコンクリートで固めるだけt;碧"6、ゴ4樹木が翫り、動物達がいられる心安らぐ場所にして欲しい
(西神田在勤、40代、女性)
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神保町街づくり協議会での討議より

をル",*艇'郵'゜_,、,ご'＼_,.,、

^:゛{ナ、、L ^、、、、 1-〔ー、、'- t

緑と憩いの場として貴重な神保町愛全公園
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Ξ崎町一・ニ・三丁目

中高層の複合市街地として、隣接する飯田橋の再
開発や後楽園との連携を進め、水道橋駅周辺の商業
施設、出版等の業務施設と住宅が調和した、活気とに
ぎわいのあるまちをつくります

水道橋駅周辺の商業振興や回遊性のある快適な歩行空

周の整備を進めぎす

また、駅については、地域の顔にふさわしいシンボル

@

吋

神田神保町目(一部)、ーツ橋二丁目

中高層の複合市街地として、印刷・製本・出版業か
ら新たな情報・文化産業ヘの転換を図り、これらの商業・
業務施設とさくら通り沿道に集積した個性ある飲食店、
教育施設と住宅が調和した、若者も引きつける活気あ
るまちをつくります

堀

哩

四
中高斥

感の感じ
と商業・,

田川
^

.

さくら通り沿道の個性的な飲食店などの集積をさらに

進め、九段下ヘと連続させるとともに、快適な歩行空周
整備により、周辺を含めたネットワークづくりを進め赤す。

日本橋川の親水性の向上や川と一体となった街並み、快適な歩行空間づくりを進めます

再開発なとの際に護崖の親水化、川沿いの緑化等を進めます。
11沿いの建物や構造物の形態を規制・誘導していきぎす。
Ⅱ沿いに歩行空周やボケットパークなどの憩いの場の整備を進め談す

水質の向上を図るとともに護岸形態の工夫により、魚や昆虫が生息し、自然浄化できるよう努め弐す
改修に伴う高速道路の地下化を要請していききす。
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中高層の複合市街地として、高齢者センター・複合
施設など、コミュニティ関連施設の集積を活かし、住宅
と出版等の業務・商業施設、大学等の教育施設が調
和した、災害に強いまちをつく'はす
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猿楽町

合市街地として、錦華・猿楽通りの生活
落ちついた街並みを活かしながら、住宅
曳育施設等が調和したまちをつく1ぽす

. 丁目 神田駿河台一 目口

全体的には中層の複合市街地として、駿河台の緑
が多く文化的なたたずまいを活かしなかち、住宅と教育・
医療施設が調和した、落ちつきのあるまちをつくります。

神保町地域

斜面に残る緑地や身近な緑、オープンスヘースを保全

創出し、坂の多い地形を活かした緑豊かで良好な環境づ
くりを進め弐す。

教育施設は、地域のたたずまいに調和し、開放性を高
めるよう、機能更新を図りま寸。

神田川沿いの自然を活かし、魚や昆虫が生息し、また、
自然浄化がなされるよう努め、さらに、美しい街並み、快
適な歩行空問をつく'はす

^

亀

^

水質の向上を図るとともに護岸形態の工夫により、魚

や昆虫が生息し、きた、自然浄化がなされるよう努めます
川沿いの建物や構造物の形態を規制誘導していききす
川沿いに歩行空問やポケットパーウなどの憩いの場の

整備を進めます。

束交
^

舳靡鯛
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神田神保町一丁目一部

中高層の複合市街地として、印刷・製本・出版業や
委店街を活かした再開発を進め、個性的なまちの顔を

つくるとともに、すずらん通りの飲食店や商業・業務施
設と住宅の調和を図ります。

寸ずらん通リ沿道では、散策や買い物の楽しめる、連続す
る魅力ある商業施設の整備を進め悲す。

表通りにyさわしい整えられナ街並みの形成を進め
自動車交通の抑制や街路樹等ι」より騒音大気汚染
等の沿道環境を改善するとともι夬適な歩行空間を
つくります

白山通りは、沿週の良好な市街地形成を進めながら、再開

発等に併せ、都市計画道路の整備を進めま寸。また、既存の
尚店街を活かせるよう、回遊性と滞留性をもたせた快適な
歩行空問をつくります。さらに、緑の骨格として,沿道も含め
重点的な緑化を進めぎす

的な緑化を進める、緑の骨梠となる通り

街並みの美しい,想いの歩行空周を整備する通リ

の賑やかさとコミュニティを育むふれ防いの
を整備ぢる通り

靖国通り沿道は、神保助の顔としての書店街にふさわし
い景観づくりを進め、一層の活気とにぎわいを創出するよう、

回遊性と滞留性をもたせた快適な歩行空周をつくり弐す。ま
た、緑の骨格としτ,沿週も含め重点的な緑化を進めます。
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